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誰ちが、発の人 らしく曲立 して鐵 J慾 |こ暮 らすことができる共儘社会の実閻
ヘ

わたしたちのまち尼崎市にはさまざまな人が暮らしています。誰もが学び、働き、暮
ら

す権利を持っています。しかし、障害のある人には、日常生活や社会参加
をさまたげる障

壁や差別があります。

誰もがお互いの人格と個性を尊重して支え合う
「共生社会」を実現するためには、障害

り ゆう      さべつ              ひつょぅ      しみんひ と
'り

        しょうがい  り かい  ふか    だれ

を理由とした差別をなくすことが必要です。市民一人ひとりが障害の理解
を深め、誰もが

暮らしやすい豊かな社会をつくっていきましよう 1
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障害がある人に対しては、

麒
颯憑曖.

1障害のある人が、駅の
せん ろ  てんらく

で線路へ転落しないよ
とき    こえ

ヽ

障害者差別解消法では、一般の住民のみなさんに課せられる義務や罰則はありません。ただ、差別

をなくし、豊かな共生社会を実現するために、次のような具体例を参考にして助け合いましょう。

しょうがい ひと  たい

せ っ

視覚

ホーム
あぶ

さ べつ  へんけん   も

た だ |り かい
差別や偏見を持つことな <、

正し<理解して接しましょう。 う、危ない時には声をかけま
しょう。

困つている様子の障害のあひと      てつだ    ひつよう  たず
る人には、手伝いが必要か尋

きよう|,ょく   もう    で

ねてから、協力を申し出ま

しょう。

精神障害、矢目的障害、発達
しようがい      ひと      1ま な

障害がある人などと話すとき

には、「ゆっくり。はつきり・
はな

ていねいに」話しましょう。

視覚障害のある人を誘導す
てん じ          うぇ      しょう

る点字ブロックの上には、障
がいぶつ   お

害物を置かないようにしま

しょう。

禁無断転載◎東京法規出版環境に配慮し、古紙配合率80%以上・グリーン購入法総合評価値
80以上の用紙及び植物油インキを使用しています
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ふとう  さべつてきとりあつか
不当な差別的取扱い

ごう |り てきはいりよ  ていきょう
合理的配慮の提供

※1

くに  ぎょうせいきかん  ちほうこうきようだんたい
国の行政機関・地方公共団体など

きん じ

禁止
ほうてきぎ む
法的義務

みんかん じ ぎょうしゃ     ^
民間事業者など※2

さん じ

禁止
どりよくぎ む

努力義務

きよういく  いりよう  こうきようこうつう    はばひろ  ぶ｀んや  たいしょう
教育、医療、公共交通など幅広い分野が対象となり、さまざ

こ じん じぜょうしゃ        ほうじん    ひ えい り じ ぎょうしゃ  ふく
※2 個人事業者や NPO法人など非営利事業者も含まれます。

爾 屹

尼崎希置警指在表 2■ 06‐6489‐6577 Fax 06‐ 6489‐6351

※ 1 合理的配慮は、行政活動のほか、
まな配慮が求められます。
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移動に時間がかかる人がい
ば あい    こ じん さ

る場合は、個人差があること

を理解して、無理に急がせな

いようにしましょう。

ほうりつ  まも                |

この法律で守らなければならないこと


